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アウトプット「書くこと」を楽しめる子に 
          校 長        

 ９月は、アウトプットの一つとして「書くこと」に全校で取り組みました。
「漢字チャレンジ」として５６０枚の素敵なお手紙が集まりました。ご家庭での
ご協力も大変ありがとうございました。子ども達の身近な人への思いが綴られた
素敵な文章がたくさんありました。 

子ども達の作品を読んでいると、子ども達が、素
直に自分の気持ちを伝えていて、この自然さという
ものは、非常にかけがえのないものだと思います。発想も、大人が忘れてし
まっているような視点で世界を捉えていて、はっとさせられるものもありま
した。書けそうで書けなくて、でも一生懸命に書いた字のたたずまいが本当
にぐっときます。ぜひ、ご家庭で一緒にお読みになっていただきたいです。
（後日、控えをお子様に返却します） 

「書くこと」には苦手意識をもっている
子ども達も多いようです。子ども達はだ
れでも「書く力」をもっています。「言葉
というのは、心の思いをひびかせて、声

としてあらわしたものをいうのです」とも言われています。見たり、
聞いたり、学んだりして、心の中に出てきた言葉を「口」でしゃべれ
ば「声」になり「手」で書けば「文章」になります。その力を伸び伸
びと引き出していきたいものです。 

２学期からは、低学年では書くことに慣れ、思いを言葉にする楽し
さを感じていけるように家庭学習で「日記」の取組を始めます。習慣
化するまではご家庭でのご協力も不可欠です。どうぞよろしくお願い
いたします。高学年は、自主学習で「日記」「作文」をお勧めします。 

作文コンクールで長年審査員をされていた方のアドバイスです。それは、作文の中に「お・お・き・
い・み・か・ん」を入れるというお話でした。食べるみかんのことではありません。作文を書く時に
は、右の枠の中の この６つを書くとよいというアドバイスです。それには、自分の耳や目、鼻、口、
手、そして心という“６つのアンテナ”をぴんと張っておくことが大切です。自分で考えて書かなくて
も…という時代の進化もあるかもしれません。今、目の前の子ども達には、日常の様々なものに、「なん
だろう」「ふしぎだな」「自分だったら」と思考、考えをめぐらし、表現できる子の育成に引き続き取り
組んでいきます。 

 
運動会は 一人一人が主人公に 何のため だれのためをわすれずに   

 
今月末は運動会です。運動会を開催するにあたり、意識したいこと、保護者の皆

様と理解していきたいことは「子ども達のためのものになっているか。運動会は何
のため？を今一度考えよう」「見せるためのハードすぎる練習まで必要か？子ども

達の安全、負担にも配慮する」「企画から子ども達が主体的に役割を自覚して参画していく」ことです。 
運動会は、日常の学習の延長にある、子ども達が主体として創り上げていく学校行事です。しかし、「２、３週間前か

らは、毎日２～３時限分くらい運動会の練習をする。国語という名のもとに見せる表現のための練習をしている」とい
うのがコロナ前の学校の状況だったようです。コロナ禍を経て、これまでの行事の在り方（準備時間を含めて）が見直
されてきました。これまでの運動会には意義やよさがあることは承知しています。しかし、学校での教育活動にかけら
れる時間は有限です。負担が大き過ぎては、その効果も薄れることもあります。運動会練習の過度な負担、その後の学
習がスピードアップされるなど、子ども達の困り感が出てくることは本末転倒です。限られた時間の中で、一人一人が
目標をもって取り組む姿、過程、振り返りを大事にしていきます。保護者の皆様のご理解もよろしくお願いします。 

「役割を果たす」という点では、言われたことを行うこと、作業を分担するだけでなく、学年の発達段階に応じて教
師主導から子どもが主語の子ども達の主体的な参画を目指して、係や応援など企画から子ども達が、できることを主体
的に考えて取り組む場にしていくことへ挑戦していきます。今年度子どもたちに示している「自分で考えて 自分で決
めて やってみる それをみんなで」その過程を大事にして子ども達の主体性や自己肯定感を育てていく機会としたい
です。保護者の皆様にも学年等から発信していきます。「豊かな学びの場」をつくるのは、教員だけではありません。子
ども達も同じようにつくるのです。運動会のスローガンにも「全員主役！」という言葉があります。一人一人が自分た
ちの生活を豊かにする主人公として十一小での豊かな学びの場として運動会をつくる姿に期待したいと思います。 
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朝会の時間等に集中して 
書きました。 
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２年 にこにこ ３年 サン・３・スマイル 

 

１年 元気いっぱい！ 

 

 

６年 ４年 Smile！ ５年 雲外蒼天




